【 測量士補試験の出題傾向 】を

ダウンロードしていただき、ありがとうございます。

　　　試験情報の有益な広告を配信　　　
ダウンロードサイトは、皆様方の広告クリック収益で、運営しております。

最近の広告は、試験情報として有益なものが沢山あります。
広告下の「＜ ＞」ボタンで、表示が切り替ります。

よろしく、お願いいたします。

http://cosp.180r.com/cosp/sekokan/soku/soku2.htm
　　　試験の参考書ランキング　　　
測量士試験・測量士補試験のおすすめ参考書と試験問題集を、

人気ランキング形式で紹介しております。
http://homepage2.nifty.com/303geos/soku_001.htm
測量士補試験　出題傾向の分析

　　○ 過去問題の出題傾向と試験対策のポイントを十分にチェックしてください。

　　○ 隔年、２～３年おきに出題される問題があります。

　　○ 新傾向の問題は、２～３年連続して出題されています。

　　○ 近年は、特に、計算問題が少なくなり、文章問題が増えてきています。

　　○ ＧＰＳ測量や数値地形測量、ＧＩＳやデータ処理システムのチェックは、

　　　　十分に行う必要があります。

　 三角測量 No.1 
　　　出題傾向 … ○トータルステーション、ＧＰＳ測量が出題の主流となっている。
　　　　　　　　　○広範囲の地域を対象とした出題が多く、地球の形状、球面の考え方、

　　　　　　　　　　ジオイド高を理解しておく必要がある。
　　　ポイント … ○観測手簿の計算、観測差・倍角差の計算

　　　　　　　　　○偏心計算、高低計算

　　　　　　　　　○トランシットの機械誤差と消去法

　　　　　　　　　○観測値からの標準偏差の計算

　 多角測量 No.2 
　　　出題傾向 … ○三角測量、多角測量の理論･技術は、双方にまたがって出題される。
　　　　　　　　　○光波測距儀、トータルステーション、ＧＰＳ測量に関する出題が

　　　　　　　　　　主流である。

　　　　　　　　　○数学的な円周の比例計算、ピタゴラスの定理、正弦比例計算など。

　　　ポイント … ○１級、２級基準点測量に関する事項

　　　　　　　　　○基準点成果表、真北方向角・方位角・方向角

　　　　　　　　　○光波測距儀の距離計算，気象補正、誤差が及ぼす影響

　　　　　　　　　○新点の座標値、最確値の計算

　　　　　　　　　○トータルステーションとＧＰＳに関する事項

　 水準測量 No.3 
　　　出題傾向 … ○水準測量における各種誤差と消去法、電子レベルや自動レベルの

　　　　　　　　　　調整法が問われる。
　　　　　　　　　○計算問題は、標高の最確値、再測路線の判定等が出題されている。

　　　ポイント … ○くい打ち調整

　　　　　　　　　○レベル（水準儀）の調整・点検方法

　　　　　　　　　○電子レベル、自動レベルに関する事項

　　　　　　　　　○水準測量で生じる誤差と消去法

　　　　　　　　　○標高の最確値、標尺の不等距離の修正、再測路線の判定

　　　　　　　　　○再測路線の判定

　 地形測量 No.4 
　　　出題傾向 … ○新しい計測技術であるトータルステーション、データ処理システム、

　　　　　　　　　　ＧＰＳ測量に関する出題が主流である。
　　　　　　　　　○基準点設置から地図作成、地図計測、編集作業までの一貫した処理

　　　　　　　　　　システムが問われる。

　　　ポイント … ○平板測量の作業工程

　　　　　　　　　○アリダードの具備条件と点検

　　　　　　　　　○分画値と距離から比高を求める計算

　　　　　　　　　○気泡管の曲率半径

　　　　　　　　　○地形の表現方法

　　　　　　　　　○新技術を用いた地形測量

　　　　　　　　　○ディジタルマッピングの数値図化

　 写真測量 No.5 
　　　出題傾向 … ○写真測量は決して難しくない。
　　　　　　　　　　出題される問題は、簡単な相似の幾何問題であり、正確に図を描く

　　　　　　　　　　ことで、容易に解くことができる。

　　　ポイント … ○写真縮尺と画面距離、主点・鉛直点、比高による像のズレ

　　　　　　　　　○オーバーラップとサイドラップ、撮影高度と基準面

　　　　　　　　　○撮影枚数、視差差と実体視

　　　　　　　　　○空中三角測量、標定要素の判定

　　　　　　　　　○対空標識の設置

　　　　　　　　　○数値図化

　　　　　　　　　○ディジタルマッピングや解析図化機

　 地図編集 No.6 
　　　出題傾向 … ○コンピュータ支援による地図作成の分野であるディジタルマッピン

　　　　　　　　　　グやマップディジタイズ の問題が主流となっている。
　　　　　　　　　○各種図法の比較に関する問題。

　　　ポイント … ○ＵＴＭ図法と平面直角座標系の比較

　　　　　　　　　○図式の設計、表示の原則

　　　　　　　　　○表示や記号など読図の問題

　　　　　　　　　○描画順序、取捨選択

　　　　　　　　　○地図編集システムの入出力装置

　　　　　　　　　○ＧＩＳ（地理情報システム）

　　　　　　　　　○ベクタデータ・ラスタデータ

　 応用測量 No.7 
　　　出題傾向 … ○路線測量、河川測量、用地測量、地籍測量など

　　　　　　　　　　最も範囲の広い問題が出題される。
　　　　　　　　　○流量・流速の計算、面積・土量計算なども問われる。

　　　ポイント … ○単曲線の設置、中心杭位置の計算、曲線半径、曲線長

　　　　　　　　　○路線測量と縦断測量

　　　　　　　　　○河川測量と定期横断測量

　　　　　　　　　○流量・流速の計算

　　　　　　　　　○面積・土量計算と境界の整正

　　　　　　　　　○用地測量






















